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　　パーティクルボードの製造条件とホルマリン放出

　　　　　　　　　　　　高　橋　利　男　　北　沢　政　幸

　　　　　　　　　　　　    穴　沢　　　忠

　1． はじめに

　昭和45年の食器戸棚問題以来，合板のホルマリン放

出量抑制の技術的対策とその放出許容量の規格化に向

けて種々の論議が重ねられてきている。

　パーティクルボードにおいては1973年JISが改訂さ

れ，合板に先立ってホルマリン放出量に制限が加えら

れることになった。ところがホルマリン放出に関する

国内データは全く見当らず，わずかに斉藤氏が国外文

献を引用されて総説1）をかかれているにすぎない。

　我々はJISに基づく測定方法によって，二，三の製

造要因とホルマリン放出量の関係を把握しようとし

た。さらに，既に合板に適用して効果の認められてい

るホルマリンキャッチャーとしての尿素及び補強剤な

ど2)3)4)の効果についても検討した。

　本報告のデータの一部は昭和49年度北海道林業技術

研究発表大会で発表した。なお本試験を行うに当りホ

ルマリンの測定を実施して下さった当場化学利用科の

方々，とりわけ平田技師には記して謝意を表する。
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　2． 試　験

　2．1  供試板の製造方法

　原料としてシナノキ剥芯によるフレーク小片（0.2

mm厚），未濃縮ユリア樹脂（日本ライヒホールド

KK製HD－1015，固形分48％），硬化剤（塩化アンモ

ン），尿素（試薬1級），補強剤（メラミン－日産化

学工業KK製Sメラミン，澱粉粘－ホクレン根室澱粉

工場製）を用いた。

　ボードは単層とし，レジン添加率；固形分で対木片

10％，硬化剤添加率；レジン固形分比1％，ボード予

定比重；0.7，成型圧；25kg／cm2，ボードの仕上り含

水率；8％（予定），ボードの大きさ；32cm×34cm

×1.5cmとした。同一条件4枚（ホルマリン測定用3

枚，機械的性質および吸水試験用1枚）製板し，

20℃，65％R．H．のもとで1枚づつ10mm程度の間隔

をあけ，立てておいた。木片の成型は手で行った。ボ

ードの個別の製造条件は2系列に分けて第1表にまと

めている。

  2．2　試験方法

　機械的性質及び吸水性の試験方法，試験片の大きさ

については既報5）のとおりである。ホルマリン放出量

の測定方法はJIS A5908－1973に拠った。供試片は表

面研削を行わず5cm×15cmの大きさで9コ採取し

た。これをデシケータ中に並ベ20℃で24時間放置し

た。この間で放出されるホルマリンはデシケーター底

部におかれた結晶皿中の蒸留水に吸収させる。この溶

液をアセチルアセトン法で比色定量した。この際分光

光度計として日本分光工業KK製UVIDEC－2を用い

た。

　3． 実験結果と考察

　3．1  いくつかの製造要因とホルマリン放出量

　第1図にレジン塗布前の小片含水率と製板後2日目

にとり出して測定したホルマリン放出量の関係を示

す。含水率15％のものは第1表に掲げた熱圧条件のも

とではパンクのため製板できなかった。この図によれ

ば，小片含水率の影響はそれ程大きくあらわれていな

い。ところが Plath や Petersen らは高含水率のマ

ットで製板されたもの程，ホルマリン放出量

は大きいとしている6)7)8)。硬化剤添加率，熱

圧条件，測定方法などにちがいはあるにせ

よ，なお検討が必要と思われる。

　第2図は熱圧条件と製板後2日目のホルマ

リン放出量の関係である。熱圧5分のものは

180℃のみ板となった。これによれば温度の

影響は極めて顕著であり，文献のデータとも

第1表　ボ ー ド の 製 造 条 件

第1図　小片含水率の影響
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　第2図　熱圧温度・時間の影響

第3図　放　置　期　間　の　効　果　（1）

一致している8)9)。熱圧時間については諸文献6)8)9)10)

11）でいわれる効果は確かに認められるが温度に比べる
とその効果は小さいようである。
　第3図に製板後，測定に供されるまでの放置期間の
効果を示している。Witmann や Deppe が指摘して
いるとおり製造後のホルマリン放出量について議論す
る場合，製板後の養生期間に十分考慮を払う必要があ
る11)12）。ところでJIS A5908－1973で規定されている
許容放出量は5mg／ｌ以下である。これからみると上
記製造要因の水準を操作してもはるかに超えている。
最少のもので熱圧180℃－15分，製板後30日放置で22
mg／ｌとなっている。硬化剤種類，添加率などの要因

効果を加えることによってどこまで低減しうるか興味
あるところであり今後も継続して検討してゆく考えで
ある。
　なお機械的性質，吸水性についても調べているが紙
数の関係で割愛する。
　3．2　尿素添加によるホルマリン放出量の減少
　ホルマリンの補集剤として尿素が有効であることは
既に　Wittmann，Wild，Ginzel らによって明らかに
きれている10)13)14）。第4図に尿素添加の効果を示す。
添加率は全乾木片重量比で示しているが，これをレジ
ン固形分当りに換算すると10倍になる。尿素の添加方

法として2種とりあげたが，1つは尿素

の10％溶液を所定量全乾小片に噴霧し，

これを全乾まで再乾したのちレジンを塗

布する方法であり，今1つは尿素を所定

量レジン液に溶かしておき，これを全乾

小片に塗布するやり方である。これらの

添加方法については峯村らの経験に基づ

いている2)3)。第4図によれば添加方法

間に差はなく，ともに3％添加の例で

JIS規制の許容値に適合している。遊離

ホルマリンの絶対量にかかわるホルマリ

ンモル比，レジン添加率，ボード比重，

ボード厚さ，熱圧条件などの要因効果と

尿素添加量との定量的関係を把握するの
が次の段階である。

　ところで第4図には機械的性質，吸水性に与える尿

素添加の影響も示しているが，ともに尿素の添加によ

るマイナス効果はあらわれていない。乾湿くり返しな

どの長期にわたる材質変化にどう影響するか検証が求

められている。

　第5図に尿素を添加した場合の製板後ホルマリン測

定までの放置期間の影響を示した。第3図とも比較し

てわかるように短期における放出量が少ない程，長期

における放出量低減の傾斜が緩くなっている。

　3．3　補強剤添加の効果

　尿素添加を合板に適用した場合，ホルマリン放出量
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第4図　尿　　素　　添　　加　　の　　効　　果

第5図　放置期間の効果（2）

第6図　メラミン添加の効果

を5mg／ｌ以下に抑えようとすると温冷水浸漬後の強

度が極端に低下するのが認められる2)3)。このためその

対策としてホルマリンと反応性があり，かつ接着効果

も期待できるものとして馬鈴薯蛋白やメラミンの併用

効果が検討されている4)。3・2の実験の計画段階では

尿素添加による機械的性質，吸水性へのマイナス効果

を予想したのでこの項の実験を附加したわけである。

　第6図にメラミンを添加した例を示す。添加率の増
加につれホルマリン放出量が減少するので

捕集効果は認められるが，尿素自身のそれ

に比べれば少ない。機械的性質，吸水性に

対して特に大きな影響は認めがたい。

　第7図に馬鈴薯蛋白（澱粉粕）を併用し

た例を示す。ホルマリン捕集効果として尿

素単独よりやや高いがメラミン併用と比べ

ると相当低い。ここで澱粉粕の添加方法と

してレジン塗布後に所定量ふりかけた例

と，糊液に添加攪拌したのち小片に噴霧塗
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記一字チ；○ 祁偶 剤なし ① 澱粉柏（糊液添加）
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第7 図 澱粉粕添加の効果

布した例を掲げているが，これは峯村らの経験に基づ

いている15）。なお機械的性質，吸水性についてもメラ

ミソと同様大きな影響ほ認められない○

4 ． まとめ

J IS A う908－ 1973の改訂に伴 うホルマリソ放出量規

制への対策として，い くつかの製造要因効果と尿素添

加，補強剤の併用効果などを検討した0

（ 1） ホルマ リソ放出量に対して熱圧温度，熱圧時間，

製板後測定に至るまでの放置期間ほ極めて大きな効

果をもつがJIS 許容放出量をはるかに超えている。

（ 2） 尿素を添加す ることに よりホルてリソ放出量ほ低

減され小片比 3 ％（ レジソ固形分比30％）で JIS 許

（ 16頁より続く）

量を非常に増大させるマイナス効果の方が大きいこと

が確かめられた。

まとめ

以上の結果から表板にほ尿素 ：リソ安 ：臭安（ 2 ：

1 ‥0．う），芯 板 にほ ミナリス処理を行ったものが展

炎指数，発煙指数，発熱指数を低くするための効果が

一番大きい。表板処理 と芯板処理では，表板処理の方

が展炎性を押える効果を持つが，著しく展炎性を押え

るためにほ芯板処理がなくてほならない。また発煙量

を低くするためにほ ミナリスが有効でとくに芯板処理

容放出量以下に抑えられた。尿素を添加することに

よる機械的性質，吸水性に対するマイナス効果は認

めがたい。

（ 3） メラミソ，馬鈴薯蛋白などの補強剤を尿素と併用

した場合，ホルマリソ放出量の低減にほメラミソの

方が効果が大きい。しかし尿素単独で添加率を増加

する場合の効果に比べるとおよばない。これら補強

剤を併用しても機械的性質，吸水性に対し特に顕著

なプラス効果ほ認められない。
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